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 論文審査の結果の要旨
 二又政之提出の論文は,ラマン散乱と赤外分光法を用いて,一次元化合物の研究を行なった
 ものである。KCP関係のものと,TCNQのアルカリ金属塩とを対象としているが,とくにKCP
 (Br)結贔及び関連した～次元導体結晶について詳細な分光学的研究を行なっている。
 KCP(Br)[K2Pt(CN)4Brα3・3.2H20]結晶は,Ptイオンが電導性を有する。軸方向に,
 2.88Aの間隔をもって直鎖状に配列し,鎖に垂直なa軸方向のPtイオン間隔は9.87Aとずっ
 と大きく…次元金属と考えられる。電導度の異方性はσ4/σユ.>104と大きい。このような一次
 元結晶の振動分光学的研究を行なうためにKCP(Br)単結晟を育成し,10mm×3mm×3mm
 程度の大きさのものを作ることができ,これを用いて遠赤外反射スペクトル,偏光ラマン散乱
 を測定した。その結果は,Pt鎖に平行な偏光の場合には,金属的な温度に依存しない70%程度
 の一定の反射率を示し,Pt鎖に垂直な偏光の場合には,誘電体的なバックグランドのない反射
 スペクトルが得られ,一次元構造を直接反映していることを示した。ラマン散乱の温度変化(25
 K～常温)をしらべ,この温度範囲においてPe呈erls転移のようなことは起らず,一次元構造固
 有のPelerls格子ひずみはすでに起こっていることを示した。
 さらに,重水素化物ならびにRb塩(RbCP(Cl)・3H20)の結晶をも育成し,。これらの結晶の
 ラマンスペクトルを測定することによって,低波数領域の振動モードがどのようなイオンの動
 きによるものであるかを明らかにした。さらにアルカリ金属のTCNQ塩(MTCNQ,M:滋,
 N&,K)はTTF-TCNQなど一連の一次元有機電導体の関連物質である。MTCNQ塩(M:Ll,
 N3,K)について,格子振動領域に重点をおいて,ラマン散乱,遠赤外スペクトルの測定,格子
 振動の計算を行ない,3本の並進的格子振動と4本の回転的格子振動0)性質を明らかにした。
 以上,二又政之提出の論文は,一次元導体結凝iについて,単結晶の遠赤外反射スペクトル,
 低波数領域のラマン散乱の温度依存挫という困難な測定を行ない,振動分光学的立場から一次
 元導体結晶に新しい知見を得,大きな貢献をなしたもので,二又政之が自立して研究活動を行
 なうに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。
 よって二又政之提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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